
被服造形のための基礎研究( 1. ) 

女子身体水平断面と水平体型の計測(第2報)

I 序
E 水平断面と水平体型

E 水平断面の計測

N 水平体型の組立て 以上第l 報

V 被服構成への応用についての考察

A水平体型上半身の外包囲について

第 2 報〈本報〉

B水平体型下半身の外包囲， その他につい

て 以下第 3報

VI 水平体型の分類

V 被服構成への応用についての考察

第l報ではp 水平断面の計測方法とその結果

についての報告をしたので， 第 2 報ではp 計測

結果を， 被服構成の理論として， または被服構

成教育の資料として， どう利用していくかとい

う観点からおこなったし 2 の考察について報

告をするO

計測結果からの身体の形態の分類なども重要

なことなので是非その作業もおこなわなければ

ならないわけであるがy できることなら被服の

造形分野で利用しやすいような分類方法を， と

いうことも考えたので3 利用方法の検討を先に

おこなうことにしたので、ある。

A 水平体型で・の上半身外包囲について

1)外包囲について

日常被服を製作する場合やy 既製服を購入す

る場合に， I幅あるいはまわり寸法の基準とする

寸法に「胸囲寸法」があるO 胸囲寸法とは， 成
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人女子の場合には， 乳頭位水平の周囲長である

が， 実際に計測している寸法は， 厳密な周囲の

長さではなし、。 左右の乳頭間にある凹部は， 体

表に沿って計測しないで， 殆んど直線的にメジ

ュアーをわたして計測しておりp また後面の正

中溝も同様に左右の筋の隆起から隆起にわたし

て直線距離で計測しているO メジュアーが布状

のものならば， この寸法は実際の周囲の長さよ

り短かいものになり， スチー ル製のものならば，

必ずしも短かくはならないが， 厳密に体表に沿

わないで計測している点からいえば， 布状のメ

ジュアーよりも更に体表からはなれる部分が多

くなっている。

こうした胸囲寸法のはかり方は， 一見不正確

のようであるが， 実は被服のためには身体の外

方突出部を包むことのできる最も経済的な周囲

の長さが必要なので， その点からいえば， 布状

のテープメジュアーによるこうした計測方法は

最も適当な方法だということができるO この論

文ではこのような周囲の長さを外包囲(三吉仮

称〉又は固と呼んでいる。

こうしづ考え方でp もう一度被服製作の過程

としての平面作図について考えてみるとp 例え

ば体幹部のウェイストラインから上部(以下こ

の体部を上半身と呼ぶ〉を包む被服を製作する

場合にy 平面作図の上で最低必要な横幅を設定

するとしたら， それは胸囲寸法よりは3 むしろ

上半身全体の外方最突出部を包囲することので

きる外包囲が目安にならなければならないと考

えられる。 胸囲寸法は， 上半身のなかでは最大

の周囲長ではあるが， 第l報で報告した水平体

型をみてもわかるように， それより高いところ

( 49 ) 



で、p 後方や側方に突出している量は相当なもの

であるO 男子服やp 子供服ではその意味からチ

ェストライン(服脅位〉の周囲長を胸囲寸法と

している場合が多し、。 婦人服の場合は乳房の部

分と， 側・後方の高度の異なる部位の突出と両

方を考慮に入れた上半身全体の外包囲が是非と

も必要であると考えて， 今回考察の対象とした

わけであるO この点については， 従来は殆んど

胸囲寸法しか問題にさ

れていなかった。

考え方によればp 要

するに最大の周囲長部

美しいといえる 。布目のたて・よこを垂直・水

平に通すためには外包囲だけの布幅が必要とな

るO

。被服の保型上から考えて， 構造的に重要な

部位にはたて・よこの織糸が， 垂直・水平に通

っている方が効果的であるO

③人体は大変に複雑な形態をもっているため

垂直方向・水平方向とし、う基準をあてはめて考

戸
位さえ包めれば(胸囲

寸法さえあれば〉被服

として用をなすのでは

ないかと考え方もあり

得るO これも一理ある

ことでy 布目や編目の

柔軟に動く素材では，

その布目， 編目のたて

よこが， 体の複曲面やi

動きに沿って曲ってか

まわないとすれば(チ

ューブ状の編物で体を

包むように〉外包囲と

いう考え方は不必要か

にも思われる。

図1-a 上半身包囲形態と外包囲 (太線)

しかし外包囲および包囲した形態(以下包囲

形態という〉を考えることには次のような利点

があると考えられるO

③現在では， 布吊の組織はそれほど柔軟に交

絡点での角度をかえ得るものばかりではなく，

くせとりとし、う作業をおこなってもなお十分に

布目の交差の角度をかえることの困難なものが

多く使われており， そうし、う布自のためには，

原則として外包囲が布の必要量であることを知

っておくことは重要と思われる。

⑥構成された被服の美しさ・安定感という点

から， その形態の基本的な部分ではy たて・よ

この布目がp 垂直・水平に通っていることがp

安定感とし、う心理的効果があるし， その意味で

く50 ) 
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図1-b 主直体型でみた上半身包囲形態
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えることによってでなければ， その立体を数量

的に把握することがむずかしし、。 その考え方で

布目のたて・よこを垂直・水平に保って体表に

密着させた被服(タイトフィ ッティング)の平

面展開図ならば， それはそのままp 体型を比較

する資料とすることができるO このためにも外

包囲は必要である。

⑤特殊な作業服や宇宙服のように3 伸縮のな

表 I 上半身外包囲計測値および乳頭位囲との隔差

足時
a cm b cm a-b a-b X 100 

上半身外包囲 乳頭位囲 (隔 差) cm b --- % 

1 81.0 74.5 6.5 8.7 

2 85.0 79.0 6 .0 7.6 

3 81.0 77.5 3.5 4.5 

4 85.5 76.5 9.0 11.8 

5 80.3 76.5 3.8 5.0 

6 80.0 78.5 1.5 1.9 

7 80.5 79.5 1.0 1.3 

8 91.0 83.5 7.5 9.0 

9 86.2 83.0 3.2 3.9 

10 85.8 82.0 3.8 4.6 

11 89.2 84.5 4.7 5.6 

12 90.3 81.0 9.3 11. 5 

13 85.0 79.5 5.5 6.9 

14 88.0 80.0 8.0 10.0 

15 87.0 79.5 7.5 9.4 

16 87.0 83.5 3.5 4.2 

17 90.0 86.0 4.0 4.7 

18 86.2 81. 5 4.7 5.8 

19 90.5 85.5 5 .0 5.8 

20 92.5 83.0 9.5 11.4 

21 93.3 88.0 5.3 6.0 

22 100.0 93.0 7.0 7.5 

23 96.3 89.5 6.8 7.6 

24 94.0 88.0 6.0 6.8 

25 96.0 95.0 1.0 1.1 

平 均 88.1 82.7 5.3 6.5 

偏 差 4.7 5.3 2.5 3.0 

最 大 100.0 74.5 9.5 11.8 

最 小 80.0 95.0 1.0 1.1 
L一一
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い布地や金属性の素材などが使われると， 人体

の容積なども考えることが必要となり， それが

カプセル状 に単純な 形態をとれば一層包囲形

態， 外包囲といった考え方が必要となるのでは

なかろうか。

2)外包囲の計測

.被験者およびその水平体型は第1報のもので

ある。

・外包囲の計測方法y 第l報図-43""'図-48に

示す状態で， 各個人の上半身のみの水平体型が

作成されているのでp その図から上肢をのぞい

た部分の外方最突出部を通る外包囲をキルビメ

ーターで計測した。 (図 1 -③・1-⑥)

3)計測結果

上半身外包囲と乳頭位囲の計測結果および両

者の差， 差:乳頭位囲の示数は表Iの通りであ

るO

表 E 乳頭位囲と隔差の相関

1 2 3 4 5 

4)考察

外包囲と乳頭位囲の聞にはかなりの差がある

ことが判明した。 (以下この差 を 隔差と呼ぶ，

三吉仮称〉

①隔差と他の計測値との相関

上半身外包囲や隔差はp 水平体型の図からは

比較的容易に求められるが， スラィ ディングゲ

ージを使用しなければならないので， もっと一

般的に計測しやすい部位との相関があれば， 別

の方法でも把握できるのではないかと考えたの

であるO

③乳頭位囲と隔差の相関(表ll )

乳頭位囲が大きくなれば， 隔差も大きくなる

かp いいかえれば， 胸囲寸法を計測しておけば

それから隔差を割り出すことができるであろう

か， とし、うことをこの相関で、みた。 このことは

被服構成に使用する原型作成などにも重要な問

題である。

結果は， 相関関係 は ないとし、う数値 と なっ

た。

6 7 8 9 10 
\胸\囲\cd隔\差\\cm 

0.5-1.4 1.5-2.4 2.5-3.4 3.5-4.4 4.5-5.4 5.5-6.4 6.5-7.4 7.5-8.4 8.5-9.4 9.5-10.4 計95.9 95 914 1 
93.9 93 92 91. 9 91 9 0  89.9 89 81;" 87.9 87 1 86 85.9 85 84 83.9 83 1 2 82 81. 9 81 8 0  79.9 

79 78 1 1 
77.9 

77 2 76 75.9 75 74 
言十 2 1 1 5 

平

( 52 ) 

1 

2 

1 

4 

82.7 
5.3 

1 

2 

3 

均|偏

1 

1 

1 

3 

5.3 
2.5 

1 

1 

。
3 

1 

2 

1 1 5 

1 1 3 

1 5 

1 3 

1 

3 2 1 25 

差|相 関
0.11 
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表1II ij夜嵩位固と隔差の相関

1li主

\

簡
\位
』
囲
ic筒
訟
差

\

c

\

m 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計
0:5-1.4 1.5-2.4 2.5-3.4 3.5-4:4 4.5-5.4 5.5-6.4 6.5-7.4 7.5-8.4 8.5-9.4 9.5-10.4 95.9 95 1 1 94 93.9 

93 92 。
91. 9 

91 90 1 1 2 
89.9 

89 1 1 88 87.9 87 86 1 1 
85.9 

85 1 2 1 4 84 
[3.9 83 82 1 1 1 2 5 
81.9 81 1 2 1 4 80 79.9 4 79 1 2 1 78 7 7

76 
.9 

77 、 1 1 2 
75.9 

75 1 1 74 
言十 2 1 1 5 4 3 3 3 2 1 25 

平 均|偏 差|相 関
83.0 
5.0 

5.3 
2.5 

0.20 

表N 上半身包囲形態後面とウェイスト位後面のずれと隔差の相関

fの主
社ず

れ
斗c

躍m31
\

c

\

m 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計0.5-1.4 1.5-2.4 2.5-3.4 3.5-4.4 4.5-5.4 5.5-6.4 6.5-7.4 7.5-8.4 8.5-9.4 9.5-10.4 

7 7 i2 1 1 6.8 
6.5 6i7 1 1 6.3 
6 6i ・2

1 1 5.8 
5.5 5i 7 1 2 3 5.3 
5 5i2 3 1 1 1 6 4.8 

4.5 4i7 1 1 2 4.3 
4 4i2 1 1 1 1 4 3.8 

3.5 3i7 1 1 2 3.3 
3 3i2 1 1 2.8 

2.5 2i7 1 1 2 2.3 
2 2i2 1 1 1.8 

1.5 li7 
1 1 ! J 

言十 ι2 、 1 1 5 4 3 3 3 2 1 25 

平 均|偏 差 中目 関
4.4 
5.3 

1.2 
2.5 

0.14 
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⑥版筒位囲と隔差の相関(表亜)

いわゆるチェストラインはy 個

体差のはげしい乳房のふくらみを

避けていることと， 肩甲骨の後方

最突出部に近いところを通ってい

ることなどで， 胸囲寸法とは別の

意味で重要な寸法であるしp 比較

的計測しやすいので， この値との

相関をみたがこれも殆んどなし、。

@上半身包囲形態後面とウェイ

スト位後面のずれ (水平前後差)

と隔差の相関(表lV )

後面の体型の特徴はこの差の重

要な因子と考えたのでp 背面の傾
図 2 後面で包囲形態とウェイスト位のずれ

斜を対象に相関を求めてみた。 背面の傾斜は，

上半身包囲形態での後面と， ウエィスト位後面

のずれの寸法で表わした。 (図-2 )このずれ

は水平体型で、求める方法の他に， 写真又はシ ル

ェ ッターで、求めた側面のシ ルエ ットによって計

測し得ると考えたからであるo (図-3)結果と

してこれも殆んど相関がなし、。

乳頭位左右径と服筒囲左右径の差
っ +乳頭位と

肢筒位の後面のずれ(水平前後差)と隔差の相

関 (表V)

簡便な考え方として， この隔差の要因になっ

ているのは図-4 のaとbの値であろうと推測

して， a -1- bと隔差の相関をみたのてやあるo a 

は写真またはシ ルェ ッターで求められ (図-3)

bはマルチン計測器で-求めた値から算出できる

値であるO 人によってaが負の値になることが

あるが， その場合はOとして計算した。

表Vの結果にみられるように高い相関がみと

められ， この値は危険率1%で有意であるO 即

ち， 阪商位の水平断面の形態とp その位置とが

隔差に影響を与えるということになるO

この関係の回帰式は次の通りである。

隔差=3.04 十0 .7 1a-ト1. 43b 

@上半身包囲形態前後径中点とウエスト位前

後径中点のずれと隔差の相関(表刊〉

上半身をlつのブロ ックとしてみた場合に下

( 54 ) 

半身につながっていくウ手ィスト位が， そのブ

ロ ックとどうし、う位置関係にあるかは， 被服の

デザインにも製作にも重要なことであるO また

それが体型を特徴づけるlつの要素となってい

ると思われるので3 このことと隔差の相関をみ

たのである。位置関係は，上半身包囲形態の前後

図 3 後面のずれ

・1夜寵位とウェイスト位とのずれ
.版嵩位と乳頭位とのす!;h= a 
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肢寵位左右径 乳頭位左右径表 V IJ I)(. n=o I-'L LL 'I--l I::t: ... -r U.l'-X I-'L LL 'I--l I ::t: +後面のずれ=b+a
2 

立認き竺
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

0.5-1.4 1.5-2.4 2.5-3.4 3.5-4.4 4.5-5.4 5.5-6.4 6.5-7.4 7.5-8.4 8.5-9.4 9.5-10.4 1 0.45 。10 9.5 9.45 。9 8.5 8.45 8 1 1 7.5 
7 7.\45 。6.5 6.45 6 。5.5 5.45 1 1 5 4.5 
4 4.\45， 2 1 3 3.5 
33.1 45 

5 1 3 4 2. 
2 2・i45 

5 3 3 1 7 1. 
1 1.\45 1 2 1 1 1 6 0.5 
0 0.

0 
1 45 2 1 3 

計 2 1 1 5 4 3 3 3 2 1 25 
E 』幽・・・ 」ーー・ーーー| 一一一一一一一一一 | 平l a  + b I 2.3 

|隔 差 I 5.3 
均
ドii:

口一口差
0.75 

表VI 上半身包囲形態の前後径中点とウェイスト位の前後径中点とのずれと隔差の相関

\ず\れ、佃隔\
差\回\ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 許
0.5-1.4 1.5-2.4 2.5-3.4 3.5-4.4 4.5-5.4 5.5-6.4 6.5-7.4 7.5-8.4 8.5-9，4 9.5-10.4 

。
3.8 
3.7 3.5 \ 1 1 
3.3 
3.2 3 1 1 2 
2.8 
2.7 1 2.5 I 3 1 1 1 7 
2.3 
2.2 1 5 2 1 1 2 
1.8 
1.7 1. 5 I 1 1 2 
1.3 
1.2 1 1 1 1 3 
0.8 
0.7 1 2 0.5 I 1 
0.3 
0.2 2 。 1 1 

-0.2 
-0.3 1 -0.5 I 1 
-0 . 7 

計 2 1 1 5 4 3 3 3 2 1 25 
偏hU4

 
・+E，

21相 旦j
i 一一一一一一一一J 平|ず れ 1.8
|隔 差 5.3

文化女子大学研究紀要第3集(971) ( 55 ) 



径の 中点と， ウェイスト位 の

前後径の中点のずれで数量化し

た。 (図-5)ウェイスト位の

中点が包囲形態の中点より前方

にある場合は正の値としタ 後方

にある場合は負の値とした。

結果は表刊のように相関がな

いとし、う状態であった。

②外包囲に対するウェイスト

ダーツ量についての考察

前述のように布目を垂直・水 '

平に扱ってタイトフィ ッティン

グをしたものの平面展開図は，

体型の特徴を把握するのに有効

な資料となる。 この研究におい 図4版寵位左右径一乳頭位左右径+肢笥位と乳頭位の後面の
ずれ= b 十a

ても第l報で報告したように，

被験者については同様の方法で

立体裁断をおこない， その平面

展開図が得られているO

この平面展開図には， あらゆ

る体型の情報が含まれているわ

けであるが， 体幹部の曲勢の特

徴はそのウェイストダーツによ

くあらわれてくるO

立体裁断で得られたウェイス

トダーツ量が適正であったかど

うかの判定は， 1つの方法とし

ては， 写真撮影をおこなって，

その写真でウェイストラインの

よこ布目が水平に通っているか

どうかで判定できるO 当然たて

?円ザ

図5

布目は垂直におちていなければ， よこ布目の水

平は保てなし、。

もうlつの方法としては， 水平体型からその

ダーツ量 を求めることで 判定することができ

るO そしてこのことが可能ならば， 逆に水平体

型から得られたダーツ量で平面作図が可能であ

るということになるし， また， ダーツ量によっ

て体型分類とそのパターンのようなものもでき

るので、はないかと考えられるのであるO

今ここでp 水平体型からダーツ量を求めよう

( 56 ) 

とすると， 1つ重要な問題を先に決めなければ

ならないことがわかってくる。

人体のように複雑な立体を対象とした場合に

どの位置からその面に相対しているか， し、し、か

えればp 観点と視線の方向がどう走っているか

で立体感の把握Dしかたや， 垂直方向を体表に

描く位置が種々に変化してくるわけであるO ま

たその視線の方向はp 立体裁断の場合とp 水平

体型からダーツ量を求める場合と同一でなけれ

ばならなし、。
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1. 2 :5〆

図6 ダーツ量の算出方法

そこでy この水平体型からのダーツ量の計測

には， 立体裁断の時と同じ条件を， 図面上に記

入したもので計測したがy その条件は次の通り

であるO

・被服としては平面化して考えて差しっかえ

ない前面と後面の中央部では， 矢状方向と平行

な視線とする。

・上半身または全身のp 外方最突出部を包囲

する形態を， 一応単曲面化して想定し， すなわ

ち， 楕円筒状と考え， 側面方向の曲面の部分で

は， その弧 の 中心方向 に 向かう線を視線とす

るO

・上半身のウェイストダーツをとる場合はy

ウェイストから版筒位の聞を擬似楕円台形と考

えて同様にその弧の中心方向に向かう線を視線

とする。したがってダーツの中はたて糸が通る。

以上の条件を水平体型にあてはめて， 曲面を

みる時の視線の集まる弧の中心を， ウェイスト

位で吟盗を半径とする位置に決めた。(図-6)

ダーツ量の算出はJ 150 ごとに区分線を入れ

その区間での上半身外包囲とp ウェイスト位の

周囲の長さを計測し， その差を求めたものであ

る。立体裁断では必ずしも150に分割してダーツ

文化女子大学研究紀要第3集(971)

をとったわけではなく， 突

出部の下方には必ず空隙が

できるので前述の条件で，

ダーツにしたもので， 平面

的な部分ではダーツをとっ

ていない。

結果 は 表VlIの 通りであ

るO その平均値を図にあら

わしたもの が 図-7で あ

る。

しかし実際の被服ではこ

れほど小さく分割すること

はむつかしいので， 包囲形

態でみて顕著な突出部ごと

にまとめてダーツをとると

して， 表閣のように計算を

あらためたものを図にあら

わしたのが図-8である。

図の上部の破線の部分は今回考察の対象としな

かった部分で、あるO

これはあくまでも平均的な図であるが， これ

でみると， 版筒後点・後肢点あたりの下のダー

ツ量が全ダーツ量の約 4 4%をしめておりp つい

で， 肩甲骨の突出部の下で22必のダーツがとら

れているO このウエィストダーツ量は， 突出部

を通る垂直線に対するウェイスト位置の関係だ

けを数量化したものであるO

この平均値で作成された平面図(図-8)を

立体裁断の平面展開図の平均値と比較すると3

外包囲そのものが， 立体裁断で得たものの方が

やや大きいC+1.7c1Il)。

この原因は， 水平断面の計測部位の設定にあ

るO 即ちp 水平断面で、は肢寵位しか採取されて

いないのでp そのとく近くp やや上方で肩甲骨

が更に後方に突出しているタイプの場合には，

それが欠如したままでp 水平体型の外包囲が計

測されており立体裁断ではそれが含まれている

ことによる差であると考えられる。 図-8の点

線の部分は3 立体裁断によって求められたもの

の平均値であるO

( 57 ) 
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ダーツ量cmーかー0.0 1 1.27 1.38 1.51 1.93 1.68 0.75 0 . 5  0.47 0.5 6 0.73 0.69 0.31 -0.04 

右上半身外包囲

。隔差とダーツ量についての相関

後肢点および、服罷後点あたりのダーツ量が最

も多くまたばらつきも大きいことからy 隔差と

の相関があるのではなし、かと求めてみ介。

結果は， 表LX • X・XI・の通りであるO

いず、れも相関が殆んどないとし、う結果で， 予

測のようにp わずかに後肢点・阪商後点の位置

の係数が多いがし、ずれも有意でない。

5)結び

今回は上半身を包囲する形態を水平体型から

求め， そ の 外包囲についての考察 を おこなっ

た。 外包囲とp 乳頭位囲との差はp 今まで被服

構成の理論として問題にされることは少なかっ

たのではないかと思う。 しかしこの隔差は， そ

( 58 ) 

図-7

のまま日常使用されている原型作成の基本につ

ながるものと考えられる。

-隔差と原型のゆるみについて

一般に原型を作成する際には， 例えば図-9

のように， 作図の最初の段階でp 前後中心間幅

を子 5C1Jlというように決定するo 乳頭位固に

何らかの値をプラスして原型の横11屈としている

わけである。 このプラスする値については殆ん

どが， //ゆるみグであると解説されてし、る。

経験的にはこのdゆるみグがどんな要素を含

んだものであるかは周知のことであるかも知れ

ないが， それを解説してし、るものは殆んどない

のではなかろうか。

今回の考察はその一部分の解明をおこなった

文化女子大学研究紀要第3集(971)



表団 水平体型から算出したウェイストダーツ量①

単位m

it 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

1 。 。 0.1 0.15 。 0.1 0.5 0.75 2.0 1.85 1.6 1.7 1.65 o I 
2 

-0.1 0.4 0.7 0.7 0.6 0.35 0.2 0.1 1.8 2.6 1. 75 1.7 1.5 。
3 -0.05 0.25 0.7 0.65 0.7 0.75 1.0 1.0 1.4 1.65 1.4 1.25 1.1 。
4 -0.05 0.2 0.3 0.2 。 0.1 0.4 0.85 2.1 2.55 1.8 1.85 1.6 。
5 。 0.15 0.4 0.5 0.25 0.2 0.4 0.95 2.0 1.65 1.6 1.65 1.5 -0.05 

6 -0.05 0.4 0.75 0.8 0.45 0.55 0.65 0.9 1.4 1.15 1.1 1.05 0.7 。
7 。 0.1 0.45 0.4 0.3 0.2 0.3 0.5 1.3 1.7 1.4 1.35 1.3 。
8 。 0.55 1.1 1.15 0.95 0.9 0.9 1.0 2.0 1.7 1.3 0.75 0.55 。
9 -0.05 0.1 0.5 0.5 0.4 0.4 0.5 1.2 2.8 2.2 2.1 2.15 1. 75 。

10 -0.05 0.25 0.7 1.3 0.9 0.8 0.85 1.1 1.9 2.05 1.8 1.6 1. 35 -0.05 

11 -0.05 0.1 0.5 0.65 0.5 0.45 0.5 0.7 1.2 2.3 1.65 1.45 1. 55 。
12 -0.05 0.3 0.6 0.6 0.4 0.3 0.25 0.6 1.5 2.9 2.0 2.15 1. 85 -0.05 

13 -0.05 0.15 0.6 0.55 0.45 0.25 0.35 0.7 1.7 1.45 1. 35 1.3 1.05 -0.05 

14 -0.05 0.75 1.0 1.0 0.75 0.65 0.7 0.7 1. 25 1. 75 1.3 1.1 1.05 。
15 -0.05 。 0.25 0.45 0.4 0.35 0.55 0.75 1.7 1.9 1.6 0.8 1. 35 。
16 -0.05 0.15 0.65 0.65 0.55 0.3 0.45 0.95 2.2 2.25 1.7 1.65 1.5 。
17 -0.05 0.1 0.5 0.95 0.75 0.65 0.45 0.7 1. 75 2.2 1.7 1.6 1.5 。
18 。 0.3 0.6 0.6 0.25 0.2 0.15 0.6 2.0 1. 75 1.45 1.3 1.4 。
19 -0.05 0.5 0.8 1.0 0.85 0.6 0.5 0.65 1.4 2.1 1.6 1.45 1.3 -0.05 

20 -0.15 0.9 1.3 1. 25 1.1 0.8 0.6 0.75 1. 55 1. 95 1.6 1.2 1.15 。
21 -0.1 1.15 1.9 1.1 0.8 0.7 0.6 0.8 1. 45 1.45 1. 25 1.1 0.95 -0.05 

22 。 0.45 1.15 1.3 1.2 1.4 1.3 1. 55 2.35 1.9 1.2 0.75 0.45 。
23 -0.1 0.1 0.6 0.7 0.55 0.2 -0.1 0.15 1.2 2.7 1.6 1. 55 1.5 0.05 

24 。 。 0.1 0.2 0.1 。 -0.05 。 0.6 1.4 1.15 1.15 1.2 。
25 。 0.35 0.9 0.9 0.8 0.65 0.5 0.75 1. 35 1. 05 0.95 1.0 0.85 0

.
05 

平均 -0.04 0.31 0.69 0.73 0.56 0.47 0.50 0.75 1.68 1. 93 1. 52 1.38 1. 27 -0.
01 

偏差 -0.04 0.27 0.38 0.33 0.31 0.31 0.30 0.33 0.43 0.44 0.26 0.39 0.34 
�

0

.

01 I 
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表団 水平体型から算出したウェイストダーツ量②

単位cm

半1 1十2 3+4+ 5 6+7+ 8 9 +10+11 12+ 13+ 14 

1 。 0.25 1.，35 5.45 3.35 

2 0.3 2.0 0.65 6.15 3.2 

3 0.20 2.05 2.75 4.45 2.35 

4 0.15 0.5 1. 35 6.15 3.45 

5 0.15 1.15 1. 55 5.25 3.1 

6 0.35 2.0 2.10 3.65 1. 75 

7 0.1 1.15 1.0 4.4 2.65 

8 0.55 3.2 2.8 5.0 1. 30 

9 0.05 1.4 2.1 7.1 3.90 

10 0.20 2.9 2.75 5.75 2.9 

11 0.05 1.65 1. 65 5.15 3.0 

12 0.25 1.6 1.15 6.4 3.95 

13 0.10 1.6 1.3 4.5 2.3 

14 0.70 2.75 2.05 4.3 2.15 

15 -0.05 1.1 1. 65 5.2 2.15 

16 0.10 1. '85 1.7 6.15 3.15 

17 0.05 2.20 1.8 5.65 3.1 

18 0.3 1. 45 0.95 5.2 2.7 

19 0.45 2.65 1:75 5.1 2.7 

20 0.75 3.65 2.15 5.1 2.35 

21 1.05 3.8 2.1 4.15 2.0 

22 0.45 3.65 4.25 5.45 1.2 

23 。 1. 85 0.25 5.5 3.1 

24 。 0.4 -0.05 3.15 2.35 

25 0.35 2.6 1.9 3.35 1.9 

平 均 0.3 2.0 1.7 5.1 2.6 

偏 差 0.1 0.9 0.9 1.0 0.9 

最 大 1. 05 3.8 4.25 7.1 3.95 

最 小 -0.05 0.25 -0.05 3.15 1.2 
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O.3cm 

2.6% 

2.0cm 

17.1% 

1. 7cm 

14.5% 

5.1cm 

43.6% 

2.6cm 

22.2% 

ダーツ量一沙

全ダーツ量→に対する
割合

右上半身外包囲

立体裁断 展開図'11M'

えないが， これらの原型が主として教育用に使

用されていることから「できるだけ不足量が出

ないで多くのタイプに適合する」ことがよいと

前提すれば，

図-8

監2主皇+ゆるみ宇 監守主
隼 ヰプラス値

ということになろう。

考察の結果(隔差の平均5.3clIl最大値9.5C1Jl)

をあてはめて判断すれば， ここにあげた原型の

大部分は， 一応妥当なものであると判断するこ

わけである。 結果としては， dゆるみが の値の

中の相当量(平均約52%)はp 上半身の形態の

ためには絶対に必要な量で、あり， それは版官位

の形態と位置に左右されることの大きい量(相

関係数0.75)であることが判明した。

ちなみに， 表xnは， 被服関係の学科を持つ各

学校で使用している原型の， 前後中心間幅につ

いての一覧である。

原型の良否についてのチェ ックポイントには

種々要因がからまり合っているので一概にはい

( 61 ). 文化女子大学研究紀要第3集(971)
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表医 乳房下のウェイストダーツ量(区間 3+4ト5)と隔差の相関

品々T 1 2 3 
0.5-1.4 1.5-2.4 2.5-3.4 

4.24 4 3.75 
3.74 3.5 3.25 
3.24 3 : I 2.75 
2"74 2.5 1 2.25 
2.24 2 1 
1. 75 
1. 74 1.5 1 1.25 1.24 1 0.75 
0.74 0.5 0.25 

言十 2 1 1 

4 5 6 
3.5-4.4 4.5-5.4 5.5-'6.4 

1 

3 

1 

5 

平
2.0 

マ 5.0

1 

1 

1 
2 1 

1 
4 3 

均|偏

7 
6.5-7.4 

1 

1 

1 
3 

0.9 
2.5 

8 9 10 
7.5-8.4 8.5-9.4- 9.5-10.4 

1 
2 

1 
1 

1 
3 2 1 

差!相 関
0.07 

表X 側面のウェイストダーツ量〈区間6十7 + 8)と隔差の相関

主竺竺 1 2 3 4 
O.古-1.4 1.5-2.4 2..5-3.4 3.5-4.4 

4.5 
4.25 
4.24 4 
3.75 
3.74 3.5 
3.25 
3.24 2 3 
2.75 
2.74 2.5 
2.25 
2.24 2 1 1 1 1 
1. 75 
1. 74 1.5 2 
1. 25 
1. 24 1 
0.75 
0.74 0.5 
0.25 
0.24 。

-0.25 

言十 2 1 1 5 

平

5 6 
4.5-5.4 5.5-6.4 

2 
1 
1 1 

1 
1 

4 3 

均|偏
1.7 
5.0 

7 
6.5-7.4 

1 

1 

1 

3 

0.9 
2.5 

8 9 10 
7.5-8.4 8.5-9.4 9.5-10.4 

1 

1 1 
1 1 

1 

3 2 1 

差|相 関
-0.03 

計
1 
3 
3 
2 

5 
5 
3 

3 
25 

計
1 
。
。
3 
。
8 
6 
4 
2 I 
1 
25 
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表XI 肢寵点下および後肢点下(区間9 +10+11)のダーツ量と隔差の相関

l

\FZ-間

\

9y +量 1

\

0圏+11隔、

、h

差

』

、

m

h

\ 

1 2 3 4 
0.5-1.4 1.5-2，4 2.5-3.4 3.5-4，4 

7 7.1 24 1 6.75 6.74 6.5 6.25 
6 6・124 2 5.75 5.74 5.5 2 5.，25 5.24 5 4.75 

4.74 4.5 1 1 4.25 4.24 4 3，75 3.74 3.5 1 1 3.25 3.24 3 2.75 
言十 2 1 1 5 

平

とがで、きる。

プラスする数値を胸囲寸法にスライドさせる

ようにしたものと， 一定寸法にしたものとがあ

k 与+ 5 4 
図-9
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5 6 7 8 9 10 
4.5-5.4 5.5-6.4 6，5-7，4 7.5-8.4 8.5-9.4 9.5-10.4 

計

5.1 
5.0 

3 

1 

4 

1 

1 

1 
3 

均|偏

3 

3 

1.0 
2.5 

1 
1 

2 
1 

3 2 

差

|相

0.30 

1 
1 
4 
5 

1 6 
4 
1 
2 
1 

1 25 

関

るが， 胸囲寸法との相関は殆んどないこととp

考察①-③の回帰式り結果から考えれば， むし

ろ一定数量をプラスする方が適当であろうと考

えられる。

しかし， この考察の結果から類推すれば， こ

の一定寸法の中に， 人体のタイプ別の考慮がさ

れるべきだと考えられるO これは今後の研究課

題にしたし、と考えている。

また， この隔差は， 高度の異なる部位を包囲

している外包囲と， その一部分である乳頭位囲

との差であるから， 当然のことながら， ある部

位では絶対に必要な量ではあるがp ある部位で

はdゆるみグd運動量グ に転用できるものであ

ることは考慮に入れるべきであろう。

・ダーツ量について

被服を体表に密着させる場合のp 平均的なウ

ェイストダーツ量の配分を知っておくことは，

従来の一般の平面作図法をより合理的にする点

で大変に有効なことであると考えられるO

上半身だけについてみれば， 前後中心間幅の

( 63 ) 



表xn

原 型の種類 原型前後中心聞の幅

文化式原型 B 2 + 5 

M 原型 B 2 + 5 - 6 

F 原型 B 2 十 4 

。 原型 B 2 + 4 

D 原型 B 2 + 4 

T 原型 B 2 + 2B 0 

原型 B 2 + 1B 2 
K 原型 B 2 + 1B 2 

中点あたりで、は， 殆んどダーツ量はなくなるの

でp この位置の縫目はあっても， なくてもあま

り問題にはならなし、。 従来習慣的に脇縫目は前

後中心間幅のほぼ%のあたりにする傾向がある

が， デザインの要求がある場合以外はその縫目

のもつ役割は非常に少なくなるO

もしいくらかでもウェイストの細まりにそわ

せた被服をつくるとなれば，最も有効な位置(区

間10�1lあたり〉をえらんで脇縫目にする方が

よいといえる。

既製服の場合などは工程数をできるだけ少な

くするためにも， デザインの効果表現としても

人体の運動に対する適合性からも， またそのシ

ルエ ットを出すためにも， ただl本の縫目とい

えども最も有効な位置を選んで決定すべきであ

ろう。 その意味からも， このダーツ量は有効に

活用できるのではないかと考えるのである。

この場合も隔差の多少がタイプ分類に関係が

あると推測できるのと同様に， ダーツ量の配分

にタイプがあるであろうことが推測されるので

今後 の 研究課題としてすすめたし、 と 考えてい

( 64 ) 

る。

今回は隔差を主としてP すでに経験的には結

論の出てしまっているかのごとき， とく小さな

点を堀りかえして考えてみたものであるが， 今

の被服教育には， こうして人体と被服パターン

とを具体的に， 理論的に結びつけることが重要

なことではないかと思い， 統計処理の不充分な

点もあるがd考え方グのlっとして報告をする

次第であるO

貴重な助言をいただいた 西田正秋東京芸術
大学名誉教授に深謝申し上げるとともに研究に

と協力いただいた土井真知子助手に感謝するO
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